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1．旅館のサービスで改善をお願いしたいこと 
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１.訪日外国人のお客様の立場から 

（1）施設ハード面 
①無料WiFi・洋式トイレの設置など基本インフラの整備 
②英語・中国語などの旅館内での多言語対応 
 （館内表示の多言語化・音声翻訳デバイスの導入など） 
③和洋室の有効活用（和の雰囲気がある部屋にベッドを置く、等） 
 （旅館宿泊体験はしたいが、「タタミにフトン、ユカタ」は実は疲れる） 
④洗濯室などの設置（長期滞在客へのサービスの一環） 
 
（２）サービス面 
①HP・販売サイトでの画像や情報の充実（旅館宿泊ならではの「写真」「映像」を撮りたいニーズ） 

②旅館に泊まっても日本のナイトライフが楽しめる工夫 
 （夕食時間設定の柔軟な設定・旅館内又は地域での夜のイベントの設定） 

③キャッシュレス対応 
④外国語対応できる人財の確保 
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１．旅館のサービスで改善をお願いしたいこと 
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２.旅館を訪日外国人に販売する旅行会社(国内・海外)の立場から 

①連泊販売向上に向けた取組み 
 ・１泊朝食、素泊まりプランの設定 
 ・夕食プランの選択肢の追加（日ごとに違う日本食のチョイス可など） 
 ・荷物の対応（ポーターの不在、エレベーターがない場合の荷物の運搬など） 
 ・連泊プラン（割引）の設定（連泊せざるを得なくなる体験素材を作る） 
 ・周辺地区でできること（アクティビティ等）の充実と詳細な紹介  
 
②訪日外国人向け食事メニューの丁寧な説明とバリエーション 
 ・魚主体ではなく「肉中心」のメニューへ 
 ・一人鍋（大鍋を複数人で食べる習慣がない） 
 ・食事原材料のしっかりとした説明、表記 
 ・ベジタリアン、ヴィーガン、ムスリム対応 
 
③タトゥ入浴への対策 
 ・シールでの対策・貸切風呂の優先利用など  
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１．旅館のサービスで改善をお願いしたいこと 
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①他にない、「旅館の個性」「ならでは」の明確化 
 （「眺望のよい露天風呂」「趣のある客室」「歴史的な建物」「特徴的な料理」「女将さんのホ
スピタリティ」「板長の腕前」等） 
 
②プラン型商品販売の充実 
 
③宿のHP・販売サイト等での「施設画像」の充実 
 （“映え”のする画像・動画など） 
 
④「レビュー」への協力依頼、「口コミ」によるセールスプロモーション 

３.旅館を訪日外国人に販売する宿泊販売サイトの立場から 
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・夕飯はなにが出るか？ 
・18時ぐらいに到着しても問題ないかな？ 

・イカ・タコとか苦手だけど、日本人も食べるのか？ 

A 

１．旅館のサービスで改善をお願いしたいこと 

１泊２食 和室 
・大体の施設の取消が無料！ 
・スマート特価！ 
・最近予約されたのはXX時間前！ 

プラン型商品販売の充実 

18時前に到着して、 
大好物なイカ・タコ付料理を食べて、 

貸切風呂に行こう！ 
部屋に戻るときに夜の舞踊ショーも 

みてみようかな。 

 １泊２食 和室 
貸切風呂無料付き 特選会席「花衣」プラン 
・貸切露天風呂無料 
・1階遊湯亭での舞踊ショー(夜の部のみ)観覧無料 
【ご夕食】「花衣会席」＜レストラン「鶴翔」＞ 
イカの姿造りや地物のサワラとタコのしゃぶしゃぶなど。 
【ご朝食】和洋バイキング(7: 00～9: 00) 
地元の特産品を使用した地産地消コーナーが人気 
【お願い】 
19: 30以降はご夕食の用意ができないこともございます。 

B 
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２．旅館の競争力向上のために、旅行会社として取り組んでいる施策 
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１．JTB協定旅館ホテル連盟（略称JTB旅ホ連） 

 
JTB協定旅館ホテル連盟は、JTBと契約する宿泊施設により構成する任意団体です。 
1956年に設立され、その目的はJTBとの情報共有と意見交換に基づき、会員宿泊施設の宿泊増売を図ることで
す。私たちは、観光関連諸機関と連携し、宿泊・観光の拡大に寄与し、施設が拠って立つ 
地域の「価値向上」を実現する、「経済団体」を目指しております。 

＜事業概要＞ 
 
●宿泊増売 
 ・地域情報「国内観光ガイド」のJTBホームページ掲載、 
 ・インバウンドの受入支援 
 ・JTBの「杜の賑い」、「日本の旬」への協力 
 ・JTB旅ホ連ネット「やどこむ」による各種情報提供・発信 
●人財育成 
 ・一般社団法人「旅館経営人財育成アカデミー」を設立 
（経営者から若手社員までを対象とした人財の育成支援） 
 ・「日本の宿 おもてなし検定」の実施 
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２．旅館の競争力向上のために、旅行会社として取り組んでいる施策 
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旅館経営人財アカデミーの実施 
 
2005年度に当時の旅ホ連本部会長とJTB社長の意志により発足する。 
これまでの受講対象者は、各支部連合会から推薦された限られた会員であったが、 
2017年度から、受講対象者を拡げ、研修内容も幅広く会員ニーズにあったものを 
計画するようになり、階層別又はテーマ型で展開することにより 
更に価値の高いプログラムにしていくことで人財育成に繋げることを目的としている。 

＜アカデミー講座内容（例）＞ 
 ・異業種から学ぶ研修 
 ・若手社員研修   
 ・女将～女性MGR研修 
  ・人を動かす幹部を育てる研修 
 
2018年度 参加人数実績 748名 

経営者
次世代経営者

女将
若女将

支配人
経営幹部

管理職

中堅社員

若手社員

新入社員 ●新入社員研修

階層別研修

●旅館経営者のための
財務研修～旅館業の生
産性向上で「財務」体質
強化～

●旅館経営者のための
稼げるデジタル＆WEB
マーケティング研修

●『人を動かす』幹部を
育てる研修

●組織活性化研修
（『人を動かす』幹部を育
てる研修受講者対象）

●若手社員研修

テーマ別研修

●女将・若女将・コン
シェルジュ・女性マネー
ジャー研修

●旅館経営研修

●ホテル経営研修

●東京ディズニー
リゾートフィロソフィー
：ゲストサービス研修
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２．旅館の競争力向上のために、旅行会社として取り組んでいる施策 

２．地域プロデューサーの育成 
  新たな需要喚起につながる着地型商品開発を行い、長期的な視点で観光地ブランド形成を 
    目指す地域振興・観光振興を牽引する地域リーダーを育成し、 
    地域全体の宿泊客数の増加と観光消費の向上を図ることを目的としている。 
   ⇒ 地域プロデューサー研修実施  2018年度受講者 23名（旅館・ホテル） 
   ⇒ JTBグループの組織力を活かした三位一体による地域活性化推進体制を構築する 

１日目 

２日目 

１ 具体的事例から地域デザイニングを考える 

２ 地域分析について（地域パワーインデックス） 

３ 地域パワーインデックスを活用した観光戦略の検討 

４ １日目 まとめ 

１ 地域におけるリーダーシップについて 

２ 先進事例紹介＋全体ディスカッション 

３ エリアプロモーション・マネジメントについて 

４ 地域振興・観光振興の進め方 

「地域プロデユーサー研修」（概要） 
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＜個人型＞ 
 

 

 

 

 

＜団体型＞ 

 

 

 

 

 

＜募集型＞ 

 

 

 

 

 

JTBセレクト・HR 

三位一体による地域活性化推進体制 

地域交流事業戦略 
  （地域活性化） 

                国内仕入商品戦略 
      （宿泊増売） 

ならではの 
価値 

二次
交通 

クーポン 

パス 
ポート 

まち歩き 

ハイヤー 

資源
調査 

戦略
策定 

観光
資源
開発 

観光
人材 

物産
開発 組織 

国 

宿泊 
施設 

観光 
協会 

自治体 

自治体 

  地域活性化の仕掛けを商品に反映 

交流人口拡大による
地域活性化 

宿泊増売による
収益拡大 

観光 
事業者 企業 

２．旅館の競争力向上のために、旅行会社として取り組んでいる施策 



Copyright © 2019 JTB Corp. all rights reserved 
10 

2018年４月～2019年3月：3,８00 

＜ICTを活用した新たな旅のスタイル＞ 

1日目  

入国空港 1 . 

タビナカ  最終日 

ホテル～ホテル 2 . ホテル ～ 出国空港 3 . ～ ホテル 

受取  

当 日 
18時以降 

10:00-10:30 
 

お預け 受取  

チェックイン 
14:00-18:00 

前 日 
15:00-18:00 

お預け 受取  

出国日 
朝から 

出国 
7日-2日前 

お預け 

到着後は、空港からすぐ手ぶら！ 周遊型旅行の移動は手ぶらで！ 買物した荷物は空港受取りに！ 

＜利用実績＞ 

2018年１月末現在：        750拠点 
取次店（預け先） 数 詳 細 配送先 

空港 10 成田、羽田、関西、中部、仙台、広島、 
福岡、長崎、鹿児島、千歳(4/1～） 

 
全国の12,000ホテル 
9空港 
 

駅周辺 30 TIC、ヤマト、総合免税店 等 

宿泊施設 710 インバウンド多いホテル・旅館 

＜取次拠点＞ 

国交省・JNTO 

連携 
２３６拠点 

３．地域観光の活性化のための取組 



Copyright © 2019 JTB Corp. all rights reserved 

外国人旅行者にとって 

①周遊旅行で、荷物配送の 

 シミュレーションが簡単にできる 

②予約はスマホ・多言語で簡単 

③決済はカード、現金不要 

④受付はQR認証でわずか2分 

④万一の場合は、多言語コール 

 センターが安心サポート 

旅館・ホテルにとって 

①荷受の業務効率化 

②多言語対応（9言語） 

③サービス向上 

④初期・ランニング費用が無償 

  現金収受もなし 

⑤多言語コールセンターが配送 

 遅延・事故の対応 

地域全体にとって 

①公共交通機関の混雑緩和 

 

②回遊性促進による消費拡大 

 

③インバウンド受入環境整備 

  そのもの 

11 
 “LFT導入で、地域のインバウンド対応強化 へ” 

３．地域観光の活性化のための取組 

LUGGAGE-FREE TRAVEL（LFT）のメリット 


